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発行元  地方独立行政法人 

市立大津市民病院 地域医療連携室 

住 所  〒520-0804 

滋賀県大津市本宮二丁目 9 番 9 号  

電 話  077-526-8192 

F A X  077-522-0192 

市立大津市民病院 検索

発行日：2022 年 2 月 1 日 

平素より各地域の先生方におかれましては、患者様をご紹介いただき、また逆紹介をお引き受けいただきまして

心より感謝申し上げます。今回は小児科を紹介させていただきます。 

当院小児科は 2019 年度までは常勤医 4名、2020 年度より 3名と小規模ではありますが、専門性の高い質の高い

小児医療を提供しています。常勤スタッフは私中嶋と平成 10 年卒の辻、平成 28 年卒の松浦の 3 名で、平成 28 年

卒の藪本佳奈子は現在育児休暇中です。入院実績は例年 500-600 例でしたが、昨年度は新型コロナウイルス感染症

の影響で感染症が激減し 230 例ほどになってしまいました。今年度は少しずつ戻ってきていますがまだ例年よりは

かなり少なく、今後いっそう地域の先生からのご紹介をお受けしたいと考えています。食物アレルギーの負荷試験、

低身長の成長ホルモン分泌刺激試験も積極的に行っています。 

 小児科外来は午前中に一般外来と各常勤医の予約外来、そして火曜午後の予防接種外来、水曜午前の小児神経外

来（長谷川非常勤医師）、水曜午後の小児アレルギー外来（土屋非常勤医師）、木曜午前の小児循環器外来（西川医

師）、金曜午後の慢性疾患（内分泌など）の専門外来を設けています。入院病棟は５A病棟で神経内科などとの混合

病棟ですが、小児病棟らしい処置室、プレイコーナーなどを設けており、患児や家族のニーズにお答えできるよう

きめ細かな診療・看護を行っています。また小児専門の理学療法士を配する小児訓練室を併設しており、乳幼児の

運動発達の遅れや脳性麻痺、ダウン症候群などの児に対し Vojta 訓練や発達援助を行っています。 

 小児科へのご紹介は地域医療連携室を通じてお願いいたします。当日緊急のご紹介は平日時間内については随時

受けさせていただき、夜診や土曜日の時間帯も小児科宛の紹介であれば最初から小児科オンコール医が対応させて

いただきます。循環器疾患や神経疾患、アレルギー疾患などのご紹介は、各専門外来に予約させていただくことが

あり、地域医療連携室または常勤スタッフとご相談ください。ご紹介患者様については丁寧に診療させていただき、

随時お返事または逆紹介させていただきます。 

これからも地域の小児医療に貢献していきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

だより内に    が 5 ヶ所登場しています。ぜひ探してみて下さい。疫病退散。 
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平素より患者様をご紹介頂きありがとうございます。 

新型コロナウイルス感染症拡大からやがて 2年になろうとしています。 

振り返ると感染拡大につれて感染防御用ガウンが手に入りにくくなり、ビニールカッパを着て発熱患者さんを診療

していた時期もありました。当院では発熱外来をおこなっていますが、総合内科の担当医も他の先生方とともに発

熱外来を担当しています。発熱外来にはさまざまな発熱患者さんが受診されます。新型コロナウイルス感染症の方

以外に肺炎、尿路感染症、扁桃腺炎、蜂窩織炎、感染性腸炎、胆管炎、化膿性脊椎炎、伝染性単核球症などの感染

症や、発熱が持続するため精査したところ、白血病や悪性リンパ腫などの血液疾患、SLE、皮膚筋炎、成人 Still 病、

リウマチ性多発筋痛症などの自己免疫疾患の方もいらっしゃいました。なかには診断がつかず、大学病院など他院

に御高診頂き、Cogan 症候群、TAFRO 症候群、ベーチェット病（血管型）であった方もいました。本当にさまざまな

発熱疾患の患者さんを診察させて頂き、早期診断のために各科診療科の先生方に御協力頂いています。 

 また発熱で入院された重症患者さんも、厳しい病状であっても各

科の先生方が知恵をしぼり対応して頂き何とか危機的状況を回避

し、看護師さんの献身的な看護や、リハビリをはじめコメディカル

スタッフも一緒に患者さんにかかわり、日に日に回復される姿をみ

ると、今や当たり前の事ではありますが、多職種連携の力をあらた

めて実感しました。 

新型コロナウイルス感染症に関しても、院内では空間的な 3密は

避けながらも、今まで以上に密に情報共有し、意見を出し合い、 

協力しながら職員一丸となり、なんとか感染拡大の波を乗り越えてきました。 

このコロナ禍になり院内のみならず、地域の先生方との連携・協力の大切さを身にしみて感じております。 

 すでに第 6 波が到来し、今回のオミクロン株は感染力が強く急激な感染拡大がおこり、発熱外来者数が再度増加

してきていますが、引き続き感染に注意しながら診療にあたり、微力ではありますが地域に貢献できればと考えて

います。 

また以前は総合内科症例検討会を年 3～4回開催しておりましたが、コロナ禍となり先日ようやく院内参加者のみ

で開催しました。今後の感染状況が落ち着けば院外の方にも御参加頂けるように開催したいと思います。 

今後とも御指導御鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。 

4 

発熱外来 総合内科外来 



 

 
3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

看護師の業務を支えてくれる
頼もしい助っ人 

上記の通り、看護補助者は看護師の業務を周辺から支える職種です。現在、当院には 46名の看護補助者、1名の

エイドアシスト※がおり、1 病棟に 2～7 名配置されています。看護補助者の役割は、看護チームとしての質の高い

看護ケアを提供するため、看護職が専門性を必要とする業務に専念し、その専門性を発揮できるよう、看護業務を

補助することです。主な業務は、シーツ交換、食事に関する世話、身体の清潔に関する世話、排泄に関する世話、

病床及び病床周辺の整理・整頓、使用していない医療機器の清掃・整頓、治療・処置に必要な機械・器具などの準

備と後片付け(消毒・洗浄)、患者の移送等です。 

今回はそんな看護補助者の日々の奮闘ぶりを一部紹介いたします。皆様どうぞよろしくお願いいたします。 

※エイドアシストとは、看護補助者業務から身体看護業務を外した業務を行う人 

 

看護補助者とは、看護が提供される場において、看護チームの一員として看護の専門的判断を要しない療養上

の世話及び、診療の補助に関わる周辺業務を行う人である。 

（日本看護協会） 

 

配 膳 

指差し、声出し、名前の確認 

しっかりと！ 

移 送 

｢ガタンとしますね～。｣安全配慮。 

患者さんへの声かけも忘れずに。 

環境整備 

感染防止。新型コロナウイルス感染症が一刻も

早く終息しますように。 

内視鏡の洗浄 

少しでも苦痛なく安全に検査が受けて頂けま

すように。 

研修(口腔ケアと食事介助) 

学び：食事介助中むせが見られたら焦らず前傾
姿勢で咳をしてもらい、ナースコールする！ 

 

 内視鏡室 正垣
しょうがき

 希
き

恵
え

主任看護師 

研修(移乗) 

 
学び：患者役をして急に動かされると怖かった。

声かけが大事だと思った。 

 

竹内
たけうち

 須美子
す み こ

 中里
なかさと

 玉
たま

美
み

 

 

ER 中里看護師長･竹内副看護師長 

COVID-19 患者受入れ病院の玄関と
なる部署で、徹底した清掃ぶりは感染
防御に一躍かっています。とても頼り
にしています。 

ER の看護補助
者さんには感染
症 ER で検体搬
送、環境整備を
主にして頂いて 

 います。 

 6B 病棟 横谷
よこたに

 恵
めぐみ

 看護師長 

くださいます。看護業務がスムーズ
に行えるのも看護補助者さんのおか
げだと、いつも感謝しています。 
 

6B 病棟の看護補助
者さんは、手術や検査
室への移送が多く、多
忙な中、いつも笑顔を
絶やさず、仕事をして 

内視鏡センターの看

護補助者さんには主に

スコープ洗浄や器具の

消毒、環境整備を行っ

て頂いています。 

 

 

看護師よりも、検査の進行状況、ス

コープの使用状況を把握してくれて

いる、スーパー補助者さんです。非常

に助かっています。 
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クイズの答え： 1ページ目 中央下/2ページ目 左下/3ページ目 業務紹介写真下段中央/4ページ目 MSWアイコさんタイトル内/入退院センター工事お知らせ タイトル右 

入退院センターは、病床管理・入院支援・退院支援を担当しており、入院・退院に関する基本

情報と相談業務を一元化し患者サービスの向上に努めています。 

2021 年 7月より全科周術期外来の運用を開始致しました。業務拡大に伴いリニューアル工事を

2月 7日より 3月中旬の日程で行います。 

入退院センター工事のお知らせ 

①名前：岡田 美緒（おかだ みお） 

②出身大学・卒業年度：鳥取大学 2020 年度 

③趣味・特技・好きな時間の過ごし方など：最近は筋トレをしています。 

④医師を目指した理由：やりがいがあると思ったから。 

⑤どんな医師になりたいですか？：人の役に立てる医師。 

⑥研修医２年目の目標：今後に役立つ勉強をしていきたい。 

⑦地域の先生方へのメッセージ 

まだまだ未熟ですが、ご指導のほど何卒よろしくお願い致します。 

第１駐車場

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 別館通路 授乳室 ⑦証明

　

入退院センター
整形外科 　 ⑤精算窓口

小児科 E ④会計

心療内科 ③初診

入退院センター

生
理
検
査
室
受
付

中央処置室受付

中央処置室

①保険確認

歯科 １・２階専用 心臓血管センター 内科・外科 脳神経センター

口腔外科 D ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ Ｃ 呼吸器科 泌尿器　 消化器内科 B A 眼科

産婦人科 皮膚科 形成外科 総合内科 耳鼻科ｴｽｶﾚｰﾀｰ

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

生
理
検
査
室
受
付

中央処置室受付

入退院センター

本館（２階）  

別館（2 階） 

現在地 

仮設場所 ココ!! 
2 月 7 日（月）より仮設場所で運用いたします。 

しばらくの間ご迷惑をお掛け致しますが、よろしくお願い致します。 
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